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金
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商
品
企
画
の
た
め
の
バ

ー
チ
ャ
ル
設
計
の
研
究
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ユ
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ザ
ビ
リ
テ
ィ
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上
を
例
に
し
て
―

　
中
垣
保
孝
氏

写
真

コ
ニ
カ

ミ
ノ
ル
タ
オ
プ
ト

、
谷
尻
靖
氏

同
、
桑
原
正
年
氏
同
、
岸
本

卓
也
氏

同

、
清
水
佳
恵
氏

同

、
丹
内
修
氏

同

、
三

浦
雅
範
氏

同

、
高
木
俊
雄
氏

コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
セ
ン
タ
ー

、
田
村
希
志
臣
氏

コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
ビ
ジ
ネ
ス
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ

　

　

　
デ
ス
ク
ラ
イ
ト
の
商
品
構
想
設

計
に
品
質
工
学
を
活
用
し
、
短
期

間
で
顧
客
満
足
度
の
高
い
新
製
品

の
開
発
を
実
現
し
た
取
り
組
み
で

あ
る
。
一
切
の
実
物
を
作
ら
ず
に

構
想
設
計
を
完
了
さ
せ
る
品
質
工

学
の
バ
ー
チ
ャ
ル
パ
ラ
メ
ー
タ
設

計
法
の
有
効
性
を
実
証
す
る
と
と

も
に
、
評
価
者
自
身
の
評
価
能
力

を
評
価
す
る
方
法
に
つ
い
て
も
言

及
し
て
い
る
。

発
表
予
定
テ
ー
マ

第５回品質工学技術戦略研究発表大会「品質工学会－２０年のまとめとこれから－」
１
１
月
１
６
日
（
金
）
東
京
・
永
田
町
星
陵
會
ホ
ー
ル
で
開
催

　
毎
年
６
月
に
開
催
さ
れ
る
品
質
工
学
研
究
発
表
大
会
は
、

各
技
術
分
野
で
の
品
質
工
学
の
活
用
、
展
開
を
議
論
す
る
場

と
し
て
、
既
に

回
の
開
催
を
重
ね
て
き
て
い
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
故
田
口
玄
一
名
誉
会
長
が
主
張
さ
れ
て
き
た

「
品
質
工
学
を
技
術
戦
略
と
位
置
づ
け
て
の
展
開
」
は
ま
だ

こ
れ
か
ら
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
応
え
る
べ
く
、
品

質
工
学
技
術
戦
略
研
究
発
表
大
会
は
、
２
０
０
８
年

月
に

第
１
回
大
会
が
開
催
さ
れ
て
以
来
、
品
質
工
学
と
技
術
戦
略

に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
の
研
究
発
表
と
議
論
を

進
め
て
き
ま
し
た
。
今
年
の

月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
第
５

回
大
会
で
も
、
品
質
工
学
と
技
術
戦
略
に
関
わ
る
６
件
の
研

究
発
表
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
心
よ
り

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

・
品
質
工
学
　
研
究
の
変
遷
と
発
展

２

・
技
術
フ
ォ
ー
カ
ス
と
知
識
構
造
に
関
す
る
研
究

・
診
療
、
教
育
、
研
究
分
野
で
の
Ｍ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
を
用
い
た

　
Ｅ
Ｂ
Ｍ
の
実
践

・
街
づ
く
り
に
お
け
る
Ｍ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
活
用
の
可
能
性

・
金
属
材
料
評
価
方
法
の
検
討

・
田
口
玄
一
名
誉
会
長
の
教
え
―
社
内
展
開
の
検
証

銀
賞

製
品
開
発
・
生
産
技

術
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

ョ
ン
に
よ
る
塑
性
加

工
技
術
開
発
の
効
率

化
　
犬
塚
佑
樹
氏

写
真

コ
ニ
カ

ミ
ノ
ル
タ
テ
ク
ノ
プ
ロ
ダ
ク

ト

、
横
山
武
史
氏

コ
ニ
カ
ミ

ノ
ル
タ
エ
ム
ジ
ー

、
中
川
博
行

氏

同

、
高
木
俊
雄
氏

コ
ニ

カ
ミ
ノ
ル
タ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
セ
ン

タ
ー

、
田
村
希
志
臣
氏

コ
ニ

カ
ミ
ノ
ル
タ
ビ
ジ
ネ
ス
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
ズ

　

　

　
製
品
開
発
部
門
と
生
産
技
術
部

門
が
連
携
し
て
、
新
た
に
開
発
し

た
光
学
デ
バ
イ
ス
製
品
の
基
本
機

能
を
共
有
し
た
う
え
で
生
産
条
件

を
最
適
化
し
た
結
果
、
生
産
設
備

お
よ
び
生
産
管
理
方
式
を
大
幅
に

合
理
化
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

製
品
品
質
を
高
い
レ
ベ
ル
で
安
定

化
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
成
形
装

置
の
簡
素
化
、
成
形
工
程
の
管
理

費
の
大
幅
な
削
減
も
達
成
し
て
い

る
。

銀
賞

水
道
水
に
お
け
る

残
留
塩
素
測
定
試

薬
の
評
価

　
山
岡
誠
司
氏

写
真

広
島
市

産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

、
桑
原
修

氏

広
島
市
工
業
技
術
セ
ン
タ

ー　　　
水
道
水
に
含
ま
れ
る
微
量
の
残

留
塩
素
濃
度
の
測
定
に
用
い
ら
れ

て
い
る
塩
素
濃
度
測
定
試
薬
は
紫

外
線
に
弱
く
、
厳
密
な
試
薬
管
理

が
必
須
で
あ
っ
た
。
本
研
究
で

は
、
品
質
工
学
を
活
用
し
て
紫
外

線
に
強
い
測
定
試
薬
の
新
規
開
発

に
取
り
組
み
、
従
来
の
試
薬
の
１

０
０
倍
の
安
定
性
を
持
つ
試
薬
の

新
規
開
発
に
成
功
し
た
。
こ
の
試

薬
は
、
す
で
に
実
使
用
さ
れ
始
め

て
い
る
。

　

　

銀
賞

イ
メ
ー
ジ
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
に
よ
る

組
立
治
具
設
計
の

最
適
化

　
上
杉
一
夫
氏

写
真

ア
ル
プ

ス
電
気

、
菅
野
睦
子
氏
同
、

大
塚
祐
一
氏

同

　

　

　
従
来
、
ベ
テ
ラ
ン
技
術
者
に
よ

っ
て
経
験
的
に
行
わ
れ
て
い
た
生

産
治
具
の
設
計
や
工
程
の
レ
イ
ア

ウ
ト
設
計
に
対
し
、
本
研
究
で

は
、
品
質
工
学
の
バ
ー
チ
ャ
ル
パ

ラ
メ
ー
タ
設
計
法
と
テ
ス
ト
ピ
ー

ス
に
よ
る
設
計
法
を
活
用
し
、
経

験
に
頼
ら
な
い
工
程
設
計
方
法
を

実
現
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
生
産
性
を

％
向

上
で
き
、
半
年
を
経
過
し
た
今
も

出
荷
製
品
の
不
良
、
市
場
ク
レ
ー

ム
は
皆
無
で
あ
る
。

品
質
工
学
研
究
発
表
大
会
実
行
委
員
長
賞

誤
圧
を
利
用
し
た

工
場
の
環
境
影
響
度

評
価

　
生
駒
亮
久
氏

Ｋ
Ｙ
Ｂ

　

　

　
近
年
、
環
境
保
護
や
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
へ
の
意
識
が
高
ま
る
中
で
、

こ
れ
か
ら
の
工
場
は
、
単
に
生
産

性
だ
け
で
は
な
く
、
二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ
２

や
産
業
廃
棄
物
の
排

出
と
い
っ
た
、
近
隣
環
境
や
社
会

へ
の
影
響
度
の
観
点
を
含
め
て
、

総
合
的
に
評
価
さ
れ
る
必
要
が
あ

る
。

　
本
研
究
は
、
工
場
全
体
を
一
つ

の
機
能
シ
ス
テ
ム
と
捉
え
、
そ
の

環
境
影
響
度
を
総
合
評
価
す
る
方

法
を
提
案
す
る
先
進
的
な
取
り
組

み
で
あ
る
。

品
質
工
学
会
会
長
賞

射
出
成
形
機
に
お
け

る
型
締
装
置
の
設
計

条
件
の
最
適
化

　
常
田
　
聡
氏

写
真

日
精
樹

脂
工
業
、依
田
秀
伸
氏

同

、

山
口
勇
氏

同

、
牛
丸
俊
氏

同

、
吉
原
岳
男
氏
、
高
橋
信

介
氏

日
精
樹
脂
工
業

　

　

　
射
出
成
形
に
お
い
て
型
締
装
置

の
性
能
は
製
品
の
成
形
品
質
に
多

大
な
影
響
を
与
え
る
。
本
研
究
で

は
、
型
締
装
置
の
本
質
的
な
機
能

に
着
目
し
、
品
質
工
学
を
活
用
し

て
そ
の
安
定
化
に
取
り
組
ん
だ
。

そ
の
結
果
、
成
形
金
型
の
形
状
や

寸
法
の
影
響
を
受
け
に
く
い
型
締

装
置
の
開
発
に
成
功
し
、
射
出
成

形
品
の
大
幅
な
品
質
向
上
と
管
理

コ
ス
ト
低
減
を
両
立
さ
せ
た
。

主な著書◆

主な表彰◆

田口玄一博士（１９２４－２０１２）
年　新潟県生まれ
年　桐生高等工業学校（群馬県）紡織別科を卒業
年　理学博士（九州大学）

その後、文部省統計数理研究所、日本電信電話公社
電気通信研究所、インド統計学研究所、プリンスト
ン大学などの研究員ならびに客員教授、青山学院大
学教授などを歴任。

年　米国ベル電信電話研究所にてタグチメソッドを活用
し、成果を挙げる。その後、米ゼロックス、ＡＴ＆
Ｔ、ＩＴＴ、さらには米フォード、ＧＭをはじめと
する米国自動車産業の品質向上に大きく貢献し、
「アメリカを蘇らせた男」と称される。

年　アメリカンサプライヤーインスティテュート（ＡＳ
Ｉ）エグゼクティブディレクターに就任

年　品質工学フォーラム会長に就任
年　 オーケン社長、 日本規格協会参与に就任
年　品質工学会名誉会長
年　米国品質学会（ＡＳＱ）名誉会員
年　米国機械学会（ＡＳＭＥ）名誉会員
年　没。享年 歳。

　
　
デミング賞品質管理文献賞（日本、 年）
デミング賞本賞（日本、 年）
国際技術協会ロックウェルメダル（米国、 年）
国際科学技術殿堂入り（米国、 年）
藍綬褒章受賞（日本、 年）
米国オートメーション殿堂入り（米国、 年）
友誼賞（中国、 年）
ＡＳＱＣシューハートメダル（米国、 年）
米国自動車の殿堂入り（米国、 年）
米国生産技術協会 アルバート　Ｍ サージェント プログレス賞（米国、 年）
世紀の品質チャンピオン賞（スイス、 年）　……など多数

　
　
実験計画法　上下巻（丸善、 年）
技術開発のための品質工学（日本規格協会、 年）
技術開発のマネジメント（日本規格協会、 年）
品質工学講座（１）～（７）（刊行委員長）（ － ）
タグチメソッド－その発展の流れをたどる 共著 （産能大学出版部、 年）
タグチメソッド　わが発想法（経済界、 年）
品質工学の数理（日本規格協会、 年）
品質工学応用講座　全７巻（刊行委員長）（日本規格協会、 － 年）
研究開発の戦略（日本規格協会、 年）
品質工学便覧（監修）（日刊工業新聞社、 年）　……ほか多数

　　 ２０１２年 平成２４年 ８月３日 金曜日 【広告特集】 （ ）


